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越
谷
市
内
の
女
性
だ
け
で
建
て
た
石
仏

須
藤
賢
一

は
じ
め
に

越
谷
市
内
に
現
存
す
る
女
性
だ
け
で
建
て
た
石
仏
を
調
査
し
た
。
庚
申
塔
・
馬
頭
観
音
像
塔
・
十
九
夜
塔
䢧
。
全

十
一
基
。
調
査
対
象
は
、
銘
に
「
女
人
講
」
（
に
ょ
に
ん
こ
う
）
や
「
女
講
中
」
（
お
ん
な
こ
う
じ
ゅ
う
）
の
ほ
か
、

女
性
の
名
前
だ
け
が
刻
ま
れ
て
い
る
も
の
に
限
定
し
た
。
男
女
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
も
の
や
造
立
者
の
性
別
が

確
認
で
き
な
い
も
の
は
対
象
外
と
し
た
。

庚
申
塔

庚
申
塔
と
女
性
に
つ
い
て

越
谷
市
内
に
は
、
四
百
基
ほ
ど
庚
申
塔
が
現
存
し
て
い
る
が
（1）
、
あ
き
ら
か
に
女
性
だ
け
で
建
て
た
庚
申
塔
は

六
基
し
か
確
認
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
庚
申
待
は
、
男
社
会
の
江
戸
時
代
に
、
庚
申
講
と
呼
ば
れ
る
男
性
の
仲
間
た

ち
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
集
会
で
あ
っ
た
。
庚
申
待
（
こ
う
し
ん
ま
ち
）
を
三
年
十
八
回
続
け
た
記
念
に
建
て

た
庚
申
塔
に
女
性
の
名
が
見
え
な
い
の
は
、
当
然
と
い
え
ば
当
然
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
女
人
講
中
（
に
ょ
に

ん
こ
う
じ
ゅ
う
）
と
い
う
女
性
だ
け
」
（2）
で
建
て
た
庚
申
塔
は
珍
し
い
。
と
い
う
よ
り
も
「
例
外
的
な
存
在
」
（3）

と
も
い
え
る
。

（1）
越
谷
市
郷
土
研
究
会
の
加
藤
幸
一
氏
が
平
成
五
年
か
ら
平
成
十
九
年
に
か
け
て
越
谷
市
内
の
石
仏
を
調
査
し
て
ま
と
め
た
◇

川
柳
地
区
の
石
仏
◇
大
相
模
地
区
の
石
仏
◇
荻
島
地
区
の
石
仏
◇
大
袋
地
区
の
石
仏
◇
増
林
地
区
の
石
仏
◇
桜
井
地
区
の
石
仏
◇

新
方
地
区
の
石
仏
◇
出
羽
地
区
◇
大
沢
町
・
越
ヶ
谷
町
の
石
仏
（
越
谷
市
立
図
書
館
所
蔵
）
䢣
䢣
に
は
、
四
百
二
基
の
庚
申
塔
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
四
十
四
年
三
月
二
十
五
日
に
越
谷
市
史
編
さ
ん
室
か
ら
発
行
さ
れ
た
『
越
谷
市
金
石
資
料
集
』

に
は
、
三
百
三
十
五
基
の
庚
申
塔
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（2）
『
越
谷
市
史
（
一
）
通
史
上
』（
越
谷
市
役
所
、
一
九
七
五
）
一
二
三
〇
頁
に
「
庚
申
塔
を
造
立
し
た
講
は
数
人
か
ら
百
人
以
上
、

組
中
か
ら
村
中
ま
で
あ
る
が
、
な
か
に
は
女
人
講
中
と
い
う
女
性
だ
け
の
も
の
が
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

（3）
女
性
と
庚
申
に
つ
い
て
、『
庚
申
信
仰
』
角
川
選
書
（
平
野
実
、
一
九
六
九
）
七
十
四
頁
・
七
十
五
頁
に
、「
江
戸
時
代
の
庶
民

の
庚
申
待
で
は
［
䢧
䢧
］
男
中
心
の
講
が
多
い
の
で
、
庚
申
塔
を
見
て
も
女
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
は
ご
く
少
な
く
、
ま
し
て

女
だ
け
の
は
ま
っ
た
く
例
外
的
な
存
在
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

な
お
大
泊
の
安
国
寺
と
登
戸
の
稲
荷
神
社
に
は
、
施
主
名
に
「
男
女
講
中
」
と
刻
ま
れ
た
庚
申
塔
が
あ
る
が
、
本

稿
で
は
「
女
性
だ
け
で
建
て
た
石
仏
」
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
の
で
、
安
国
寺
と
登
戸
稲
荷
神
社
の
庚
申
塔
は
対
象

か
ら
は
ず
し
た
。
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（
一
）
閻
魔
堂
墓
地
の
青
面
金
剛
像
庚
申
塔

石
塔
の
最
下
部
に
女
性
十
三
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
（4）

お
け
さ
・
お
い
ね
・
お
よ
ね
・
お
さ
よ
・
お
ひ
わ

お
た
ま
・
お
え
ん
・
お
□
□
・
お
て
ふ
・
お
ふ
□

お
□
□
・
お
ね
□
・
お
□
□

［
場
所
］
閻
魔
堂
墓
地

［
住
所
］
越
谷
市
相
模
町
一
丁
目

［
石
仏
］
青
面
金
剛
像
庚
申
塔

［
年
代
］
江
戸
中
期
・
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）

三
猿
の
下
（
⇒
）
に
女
性
の
名
前
が
見
え
る
。

［
像
容
］
（
青
面
金
剛
〔
合
掌
型
〕
・
日
月
・
邪
鬼
・
三
猿
）

［
銘
文
］
女
性
十
三
人
の
名
前
䢧
他

（4）
こ
の
庚
申
塔
は
、
無
縁
塔
の
中
に
あ
る
の
で
、
左
右
・
前
列
に
石
仏
が
ぴ
っ
た
り
と
並
ん
で
い
て
、
石
塔
の
最
下
部
に
刻
ま
れ

て
い
る
女
性
名
は
一
部
し
か
目
視
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
十
三
人
の
女
性
の
名
前
は
、
加
藤
幸
一
（
二
〇
一
九
）「
平
成
十
六
・

十
七
年
度

大
相
模
地
区
の
石
仏

令
和
元
年
九
月
改
訂
」
越
谷
市
立
図
書
館
所
蔵
、
四
頁
・
四
十
二
頁
に
従
っ
た
。

（
二
）
福
寿
院
墓
地
の
青
面
金
剛
像
庚
申
塔

石
塔
の
右
側
面
に
女
性
十
四
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
（5）

お
き
よ
・
お
り
ま
・
お
ぎ
ん
・
お
つ
や

お
つ
る
・
お
ら
く
・
お
セ
ん
・
お
さ
よ

お
い
ち
・
お
ナ
つ
・
お
と
ら
・
お
り
ん

お
か
ん
・
お
た
ま

［
場
所
］
福
寿
院
墓
地

［
住
所
］
越
谷
市
相
模
町
七
丁
目

［
石
仏
］
青
面
金
剛
像
庚
申
塔

右
側
面
（
⇒
）
に
女
性
十
四
人
の
名
前
が
見
え
る
。

［
年
代
］
江
戸
中
期
・
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）

［
像
容
］
（
青
面
金
剛
〔
合
掌
型
〕
・
日
月
・
二
鶏
・
邪
鬼
・
三
猿
）

［
銘
文
］
女
性
十
四
人
の
名
前
䢧
他

（5）
十
四
人
の
名
前
は
確
認
で
き
た
が
、
誤
読
を
防
ぐ
た
め
に
、
加
藤
幸
一
（
二
〇
一
九
）「
平
成
十
六
・
十
七
年
度

大
相
模
地

区
の
石
仏

令
和
元
年
九
月
改
訂
」
越
谷
市
立
図
書
館
所
蔵
、
八
頁
・
四
十
七
頁
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
。
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（
三
）
十
一
面
観
音
堂
の
青
面
金
剛
像
庚
申
塔

石
塔
の
左
右
両
側
面
に
女
性
二
十
二
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
（6）

（
左
側
面
）
十
一
人
の
女
性
の
名
前

お
た
つ
・
お
ま
つ
・
お
な
つ
・
お
□
は
・
お
む
□
・
お
せ
ん

お
た
け
・
お
た
ま
・
お
よ
ね
・
お
か
ね
・
お
た
け

（
右
側
面
）
十
一
人
の
女
性
の
名
前

お
し
げ
・
お
は
つ
・
お
と
よ
・
お
り
ん
・
お
さ
よ
・
お
は
ん

左
側
面
（
⇨
）
に
十
一
人
の
女
性
名

お
か
ん
・
お
み
よ
・
お
き
よ
・
お
し
□
・
お
き
く

右
側
面
（
⇦
）
に
十
一
人
の
女
性
名

［
場
所
］
十
一
面
観
音
堂

［
住
所
］
越
谷
市
相
模
町
六
丁
目

［
石
仏
］
青
面
金
剛
像
庚
申
塔

［
年
代
］
年
代
不
詳

［
像
容
］
（
青
面
金
剛
〔
合
掌
型
〕
・
日
月
・
邪
鬼
・
三
猿
）

［
銘
文
］
女
性
二
十
二
人
の
名
前
䢧
他

（6）
風
化
が
進
ん
で
い
て
、
刻
ま
れ
て
い
る
人
数
は
確
認
で
き
た
が
、
名
前
は
、
ほ
と
ん
ど
読
み
取
れ
な
か
っ
た
。
二
十
二
人
の
女

性
の
名
前
は
、
加
藤
幸
一
（
二
〇
一
九
）「
平
成
十
六
・
十
七
年
度

大
相
模
地
区
の
石
仏

令
和
元
年
九
月
改
訂
」
越
谷
市
立
図

書
館
所
蔵
、
十
頁
・
四
十
八
頁
・
四
十
九
頁
に
従
っ
た
。

（
四
）
西
円
寺
の
文
字
庚
申
塔

台
石
の
正
面
に
「
女
講
中
」

右
側
面
に
二
十
八
人
の
女
性
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
（7）

□
ん
・
り
よ
・
あ
さ
・
は
つ
・
き
の
・
□
き
・
り
よ

と
め
・
□
き
・
ほ
の
・
や
す
・
□
か
・
り
せ
・
□
き

と
よ
・
つ
ね
・
な
つ
・
れ
ん
・
な
か
・
し
□
・
な
つ

□
□
・
そ
□
・
□
□
・
ゆ
き
・
た
ね
・
そ
□
・
ま
せ

［
場
所
］
西
円
寺

［
住
所
］
越
谷
市
花
田
一
丁
目

［
石
仏
］
文
字
庚
申
塔

［
年
代
］
江
戸
末
期
・
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）

［
主
銘
］
「
庚
申
塔
」
（
日
月
・
三
猿
）

［
銘
文
］
「
女
講
中
」
・
女
性
二
十
八
人
の
名
前
䢧
他

台石の右側面に 28 人の女性の名前がうっすらと見える。

目視で確認できるのは「りせ」「りよ」「ほの」……。
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（7）
台
石
の
劣
化
が
ひ
ど
く
、
か
ろ
う
じ
て
、
刻
ま
れ
て
い
る
人
数
が
確
認
で
き
る
程
度
な
の
で
、
名
前
に
つ
い
て
は
、
加
藤
幸
一

（
二
〇
一
九
）「
平
成
十
六
・
十
七
年
度

花
田
・
小
林
の
石
仏

平
成
三
十
一
年
七
月
改
訂
」
越
谷
市
立
図
書
館
所
蔵
、
四
十
一

頁
・
九
十
八
頁
に
従
っ
た
。

（
五
）
西
円
寺
の
「
青
面
金
剛
」
文
字
庚
申
塔

女
人
講
中
（
女
性
の
庚
申
講
）
の
仲
間
十
七
人
で
建
て
た
庚
申
塔
。

石
塔
の
正
面
下
部
に
「
女
人
講
中
」
（8）
「
拾
七
人
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

［
場
所
］
西
円
寺

［
住
所
］
越
谷
市
花
田
一
丁
目

［
石
仏
］
「
青
面
金
剛
」
文
字
庚
申
塔

［
年
代
］
江
戸
後
期
・
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）

［
主
銘
］
「
青
面
金
剛
」

［
銘
文
］
「
女
人
講
中
」
䢧
他

（8）
石
塔
の
前
に
花
立
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
、
石
塔
の
下
部
（
向
か
っ
て
右
下
）
に
刻
ま
れ
て
い
る
銘
が
「
女
人
講
」
ま
で
し
か

見
え
な
か
っ
た
。
加
藤
幸
一
（
二
〇
一
九
）「
平
成
十
六
・
十
七
年
度

花
田
・
小
林
の
石
仏

平
成
三
十
一
年
七
月
改
訂
」
越
谷

市
立
図
書
館
所
蔵
、
四
十
二
頁
・
九
十
九
頁
に
従
っ
て
、
刻
ま
れ
て
い
る
銘
は
「
女
人
講
中
」
と
し
た
。

（
六
）
報
土
院
の
青
面
金
剛
像
庚
申
塔

石
塔
の
正
面
（
お
ん
ど
り
の
上
）
に
「
女
中
三
十
人
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

「
庚
申
講
」
「
同
行
」
の
文
字
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

女
性
の
庚
申
講
（
女
講
中
）
三
十
人
で
建
て
た
こ
と
が
わ
か
る
。

［
場
所
］
報
土
院

［
住
所
］
越
谷
市
登
戸
町

［
石
仏
］
青
面
金
剛
像
庚
申
塔

［
年
代
］
江
戸
中
期
・
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）

［
像
容
］
（
青
面
金
剛
〔
合
掌
型
〕
・
日
月
・
二
鶏
・
邪
鬼
・
三
猿
）

［
銘
文
］
「
庚
申
講
」
「
同
行
」
「
女
中
三
十
人
」
（9）
…
他

（9）
石
塔
の
風
化
で
「
庚
申
講
」「
同
行
」「
女
中
三
十
人
」
の
銘
が
読
み
取
り
に
く
く
な
っ
て
い
た
。
誤
読
を
防
ぐ
た
め
に
、
加
藤

幸
一
（
二
〇
一
九
）「
平
成
十
八
年
度
調
査

蒲
生
地
区
の
石
仏

平
成
三
十
一
年
七
月
改
訂
」
越
谷
市
立
図
書
館
所
蔵
、
五
頁
・

二
十
五
頁
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
。

馬
頭
観
音

「女人講」まで目視できる。

実際に刻まれている銘は「女人講中」
石塔に向かって左側（右の図の○印内）

おんどりの上に「女中三十人」の銘が確認できる。
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（
七
）
西
教
院
の
馬
頭
観
音
像
塔

台
石
に
女
性
十
三
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
（10）

お
な
こ
・
お
は
つ
・
お
ね
で
う
・
お
か
幼
・
お
ゑ
つ

お
は
な
・
お
と
く
・
お
ふ
じ
・
お
か
ね
・
お
ひ
幼

お
た
け
・
お
せ
ん
・
お
は
つ

台
石
に
は
「
甲
申
待
同
行
十
三
人
」
の
銘
文
も
あ
る
の
で
（
甲
申
待
は
庚
申
待
と
同
義
）
、
女
性
の
庚
申
待
講
の

仲
間
（
十
三
人
）
で
建
て
た
こ
と
が
わ
か
る
。
が
、
石
塔
（
馬
頭
観
音
像
）
よ
り
も
台
石
の
ほ
う
が
古
い
感
じ
が
す

る
。
も
と
も
と
は
台
石
と
石
塔
は
別
の
も
の
だ
っ
た
よ
う
だ
。
江
戸
中
期
以
降
は
、
庚
申
供
養
塔
の
主
尊
は
青
面
金

剛
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
く
の
で
、
こ
の
台
石
の
上
に
は
、
青
面
金
剛
が
陽
刻
さ
れ
た
別
の
石
塔
（
庚
申
塔
）
が
置

か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

「
荻
島
地
区
の
石
仏
」
（
加
藤
幸
一
、
二
〇
一
七
）
に
も
「
台
石
が
庚
申
信
仰
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
に
、
主
尊
が

〔
青
面
金
剛
で
は
な
く
〕
馬
頭
観
音
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
台
石
と
馬
頭
観
音
像
が
描
か
れ
た
石
塔
と
は
本
来
別
の

も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
。
（11）

［
場
所
］
西
教
院

［
住
所
］
越
谷
市
西
新
井

［
石
仏
］
馬
頭
観
音
像
塔

［
年
代
］
江
戸
中
期
・
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）

［
像
容
］
三
面
六
臂
の
馬
頭
観
音
像

［
銘
文
］
（
台
石
）
女
性
十
三
人
の
名
前
䢧
他

（10）
台
石
の
劣
化
に
よ
っ
て
、
一
部
、
読
み
取
り
に
く
い
箇
所
が
あ
っ
た
の
で
、
加
藤
幸
一
（
二
〇
一
七
）
「
平
成
十
四
年
度
調
査

荻
島
地
区
の
石
仏

平
成
二
十
九
年
三
月
改
訂
」
越
谷
市
立
図
書
館
所
蔵
、
二
十
五
頁
・
六
十
八
頁
・
六
十
九
頁
と
照
ら
し
合
わ

せ
た
。

（11）
加
藤
幸
一
（
二
〇
一
七
）「
平
成
十
四
年
度
調
査

荻
島
地
区
の
石
仏

平
成
二
十
九
年
三
月
改
訂
」
越
谷
市
立
図
書
館
所
蔵
、

六
十
九
頁

月
待
塔

月
待
に
つ
い
て

月
待
（
つ
き
ま
ち
）
と
は
、
十
九
夜
・
二
十
三
夜
な
ど
、
特
定
の
月
齢
の
夜
に
人
々
が
集
ま
っ
て
月
を
拝
む
行
事

の
こ
と
。
江
戸
後
期
（
文
化
文
政
時
代
）
か
ら
全
国
の
村
々
で
盛
ん
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（12）
。
庚
申
の
夜

に
行
な
わ
れ
る
庚
申
待
（
こ
う
し
ん
ま
ち
）
は
男
性
だ
け
で
催
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
月
待
の
ほ
と
ん
ど
は

女
性
た
ち
を
中
心
に
行
な
わ
れ
た
。

台石に女性 13 人の名前が見える。
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村
の
女
性
た
ち
が
、
頭
屋
（
と
う
や
）
と
呼
ば
れ
る
当
番
の
家
や
お
堂
に
集
ま
っ
て
、
飲
食
を
と
も
に
し
な
が
ら

月
の
出
を
待
つ
。
月
が
出
た
と
き
に
そ
の
姿
を
拝
む
と
、
幸
せ
に
恵
ま
れ
る
と
か
、
未
婚
の
女
性
が
ひ
そ
か
に
鏡
を

の
ぞ
く
と
未
来
の
夫
の
姿
が
映
る
と
か
、
子
宝
や
安
産
に
恵
ま
れ
る
、
な
ど
の
言
い
習
わ
し
が
あ
っ
た
。

月
待
行
事
を
行
な
っ
た
記
念
に
講
中
（
こ
う
じ
ゅ
う
＝
仲
間
の
集
ま
り
）
で
建
て
た
の
が
、
十
九
夜
塔
、
二
十
三

夜
塔
な
ど
の
月
待
塔
で
あ
る
。

（12）
月
待
行
事
は
昭
和
三
十
年
代
ご
ろ
ま
で
農
村
地
帯
を
中
心
に
続
け
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

（
八
）
森
西
川
自
治
会
館
南
共
同
墓
地
の
十
九
夜
塔

台
石
に
女
性
十
六
人
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
（13）

ふ
で
・
か
つ
・
さ
き
・
こ
ん
・
し
ま
・
□
□
・
き
く
・
た
か

く
に
・
□
ん
・
□
つ
・
□
□
・
み
ね
・
か
ね
・
れ
ん
・
た
み

［
場
所
］
森
西
川
自
治
会
館
南
共
同
墓
地

［
住
所
］
越
谷
市
増
森

［
石
仏
］
十
九
夜
塔
（14）

［
年
代
］
江
戸
後
期
・
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

［
像
容
］
（
主
尊
）
如
意
輪
観
音
（
主
銘
）
十
九
夜
塔

［
銘
文
］
「
西
川
組

講
中
」
、
女
性
十
六
人
の
名
前
…
他

（13）
台
石
の
最
下
部
か
土
に
埋
も
れ
て
い
る
た
め
、
刻
ま
れ
て
い
る
女
性
の
名
前
が
読
み
と
れ
な
い
箇
所
も
多
々
あ
っ
た
の
で
、
加

藤
幸
一
（
二
〇
一
九
）
「
平
成
十
六
・
十
七
年
度

増
森
・
中
島
の
石
仏

平
成
三
十
一
年
七
月
改
訂
」
越
谷
市
立
図
書
館
所
蔵
、

三
十
四
頁
・
九
十
一
頁
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
。

（14）
十
九
夜
塔
…
十
九
夜
に
人
々
（
女
性
た
ち
）
が
集
ま
っ
て
月
待
を
行
な
っ
た
記
念
に
建
て
た
石
塔
。
十
九
夜
塔
に
は
如
意
輪
観

音
が
本
尊
と
し
て
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
十
九
夜
塔
に
も
如
意
輪
観
音
が
陽
刻
さ
れ
て
い
る
。

（
九
）
東
福
寺
の
十
九
夜
念
仏
塔

石
塔
の
中
央
に
、
十
九
夜
の
主
尊
・
如
意
輪
観
音
が
陽
刻
さ
れ
、
側
面
に
「
十
九
日
女
念
仏
講
中
」
「
施
主
五
拾

人
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
、
女
念
仏
講
（15）
の
仲
間
五
十
人
で
建
て
た
十
九
夜
念
仏
塔
で
あ
る
。

［
場
所
］
東
福
寺

［
住
所
］
越
谷
市
東
越
谷
一
丁
目

［
石
仏
］
十
九
夜
念
仏
塔

［
年
代
］
江
戸
中
期
・
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）

［
主
尊
］
如
意
輪
観
音

台石に女性 16 人の名前が見える。

目視で確認できるのは「みね」「かね」「れん」「たみ」…。
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［
銘
文
］
「
十
九
夜
女
念
仏
講
中
」
「
施
主
五
拾
人
」
䢧
他

（15）
銘
文
に
「
施
主
五
拾
人
」「
十
九
日
女
念
仏
講
中
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
地
区
（
旧
・
小
林
村
）
は
女
性
た
ち
に
よ
る
念
仏

講
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。『
越
谷
市
史
（
一
）
通
史
上
』
越
谷
市
役
所
（
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
日
発
行
）「
念

仏
講
の
諸
相
」
（
一
二
三
八
頁
・
一
二
三
九
頁
）
に
、
越
谷
市
の
念
仏
講
と
十
九
夜
講
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

「
月
待
は
中
世
か
ら
な
る
が
、
江
戸
時
代
に
は
と
く
に
、
二
十
三
夜
・
十
九
夜
の
講
が
発
達
し
た
よ
う
で
あ
る
。
［
䢧
䢧
］
〔
越

谷
市
域
で
は
〕
十
九
夜
講
・
二
十
三
夜
講
が
各
所
に
結
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
と
に
十
九
夜
塔
は
、『
女
人

講
中
』
と
刻
し
た
も
の
が
多
く
、
婦
人
た
ち
の
集
団
組
織
を
前
提
と
し
て
い
る
。［
䢧
䢧
］
越
谷
市
域
で
は
女
性
の
講
組
織
が
旺

盛
で
あ
る
。
［
䢧
䢧
］
娘
講
・
嫁
さ
ん
講
・
お
か
み
さ
ん
講
・
念
仏
講
、
と
女
性
の
み
の
形
づ
く
る
年
齢
階
梯
的
講
の
発
達
は
、

目
を
見
は
る
も
の
が
あ
る
。
こ
う
し
た
現
行
の
民
俗
［
䢧
䢧
］
の
素
地
と
い
う
べ
き
も
の
は
、
ま
さ
し
く
『
十
九
夜
講
』
に
あ

ら
わ
れ
て
い
る
、
と
い
っ
て
よ
い
」

（
十
）
東
福
寺
の
地
蔵
像
付
き
念
仏
塔

石
塔
の
中
央
に
陽
刻
さ
れ
た
地
蔵
菩
薩
立
像
。
左
肘
の
横
に
「
右
建
立
意
趣
者
為
□
中

女
人
念
仏
講
中

二
世
大

願
成
就
也
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
女
人
念
仏
講
」
の
女
性
た
ち
が
建
て
た
こ
と
が
わ
か
る
。
石
塔
に
向
か

っ
て
左
下
、
「
施
主

村
仲
□
□
□
之
女
人
」
の
脇
銘
に
も
「
女
人
」
と
あ
る
。
（16）

［
場
所
］
東
福
寺

［
住
所
］
越
谷
市
東
越
谷
一
丁
目

［
石
仏
］
地
蔵
菩
薩
立
像

［
年
代
］
江
戸
中
期
・
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）

［
像
容
］
地
蔵
菩
薩
立
像

［
銘
文
］
「
女
人
念
仏
講
中
」
「
施
主

村
仲
□
□
□
之
女
人
」
…
他

（16）
銘
文
は
、
一
部
読
み
と
れ
な
い
箇
所
が
あ
っ
た
の
で
、
正
確
を
期
す
る
た
め
に
、
加
藤
幸
一
（
二
〇
一
九
）「
平
成
十
六
・
十
七
年

度

花
田
・
小
林
の
石
仏

平
成
三
十
一
年
七
月
改
訂
」
越
谷
市
立
図
書
館
所
蔵
、
四
十
七
頁
・
一
○
六
頁
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
。

（
十
一
）
西
円
寺
の
十
九
夜
念
仏
供
養
塔

石
塔
の
脇
銘
に
「
女
人
講
中
」
と
刻
ま
れ
、
主
銘
に
「
十
九
夜
念
仏
供
養
」
と
あ
る
の
で
、
女
人
講
中
に
よ
っ
て

建
て
ら
れ
た
十
九
夜
念
仏
塔
で
あ
る
。
石
塔
の
上
部
に
座
像
の
主
尊
が
陽
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
劣
化
の
た
め
、
仏
の

名
前
は
わ
か
ら
な
い
。
十
九
夜
の
主
尊
は
一
般
的
に
は
如
意
輪
観
音
だ
が
、
こ
の
石
塔
の
仏
の
姿
は
如
意
輪
観
音
と

は
異
な
っ
て
い
る
。

［
場
所
］
西
円
寺

［
住
所
］
越
谷
市
花
田
一
丁
目

［
石
仏
］
不
詳

［
年
代
］
江
戸
後
期
・
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）

主銘に「十九夜念仏供

養」、脇銘に「女人講中」

の文字が確認できる。
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［
像
容
］
（
主
尊
）
不
詳
（
主
銘
）
十
九
夜
念
仏
供
養

［
脇
銘
］
「
女
人
講
中
」
䢧
他

備
考

本
稿
で
採
り
あ
げ
た
月
待
塔
は
、
銘
に
「
女
人
念
仏
講
」
ま
た
は
「
女
人
講
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
も
の
だ
け
に
限

定
し
た
。
ま
た
「
念
仏
講
」
や
「
十
九
夜
塔
」
の
銘
が
あ
っ
っ
て
も
男
性
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た

の
で
、
造
立
者
の
性
別
が
確
認
で
き
な
い
も
の
は
対
象
外
と
し
た
。

出
典

加
藤
幸
一
（
二
〇
一
九
）
「
平
成
十
六
・
十
七
年
度

大
相
模
地
区
の
石
仏

令
和
元
年
九
月
改
訂
」

越
谷
市
立
図
書
館
所
蔵

加
藤
幸
一
（
二
〇
一
九
）
「
平
成
十
六
・
十
七
年
度

花
田
・
小
林
の
石
仏

平
成
三
十
一
年
七
月
改
訂
」

越
谷
市
立
図
書
館
所
蔵

加
藤
幸
一
（
二
〇
一
九
）
「
平
成
十
八
年
度
調
査

蒲
生
地
区
の
石
仏

平
成
三
十
一
年
七
月
改
訂
」

越
谷
市
立
図
書
館
所
蔵

加
藤
幸
一
（
二
〇
一
七
）
「
平
成
十
四
年
度
調
査

荻
島
地
区
の
石
仏

平
成
二
十
九
年
三
月
改
訂
」

越
谷
市
立
図
書
館
所
蔵

加
藤
幸
一
（
二
〇
一
九
）
「
平
成
十
六
・
十
七
年
度

増
森
・
中
島
の
石
仏

平
成
三
十
一
年
七
月
改
訂
」

越
谷
市
立
図
書
館
所
蔵

萩
原
龍
夫
（
一
九
七
五
）
『
越
谷
市
史

第
一
巻

通
史
上
』
越
谷
市
役
所

越
谷
市
史
編
さ
ん
室
編
（
一
九
六
九
）
『
越
谷
市
金
石
資
料
集
』
（
市
史
編
さ
ん
昭
和
四
十
三
年
度
調
査
報
告
）

越
谷
市
史
編
さ
ん
室

越
谷
市
史
編
さ
ん
室
編
（
一
九
七
○
）
『
越
谷
市
民
俗
資
料
』
（
市
史
編
さ
ん
昭
和
四
十
四
年
度
調
査
報
告
）

越
谷
市
史
編
さ
ん
室

平
野
実
（
一
九
六
九
）
『
庚
申
信
仰
』
角
川
選
書

飯
田
道
夫
（
一
九
九
一
）
『
日
待
・
月
待
・
庚
申
待
』
人
文
書
院

庚
申
懇
話
会
編
（
一
九
九
五
）
『
日
本
石
仏
事
典
（
第
二
版
）
』
雄
山
閣

日
本
石
仏
協
会
編
（
一
九
八
六
）
『
日
本
石
仏
図
典
』
国
書
刊
行
会

日
本
石
仏
協
会
編
（
一
九
九
七
）
『
石
仏
巡
り
入
門

見
方
・
愉
し
み
方
』
大
法
輪
閣


